
平 成 ２ ４ 年 度 第 １ 回 午前の部
電気通信主任技術者試験問題 法規・設備及び設備管理

注 意 事 項
１ 試験開始時刻 １０時００分

２ 試験科目別終了時刻

試 験 科 目 科 目 数 終 了 時 刻

「法規」のみ １ 科 目 １１時２０分

「伝送交換設備(又は線路設備)及び設備管理」のみ １ 科 目 １１時４０分

「法規」及び「伝送交換設備(又は線路設備)及び設備管理」 ２ 科 目 １３時００分

３ 試験種別と試験科目別の問題(解答)数及び試験問題ページ

問 題 ( 解 答 ) 数 試験問題
試 験 種 別 試 験 科 目

問１ 問２ 問３ 問４ 問５ ペ ー ジ

法 規 ６ ６ ６ ６ ６ 1～13
伝送交換主任技術者

伝送交換設備及び設備管理 ８ ８ ８ ８ ８ 14～26

法 規 ６ ６ ６ ６ ６ 1～13
線 路 主 任 技 術 者

線路設備及び設備管理 ８ ８ ８ ８ ８ 27～41

４ 受験番号等の記入とマークの仕方

(1) マークシート(解答用紙)にあなたの受験番号、生年月日及び氏名をそれぞれ該当枠に記入してください。

(2) 受験番号及び生年月日に該当する箇所を、それぞれマークしてください。

(3) 生年月日の欄は、年号をマークし、生年月日に１桁の数字がある場合、十の位の桁の｢０｣もマークしてください。

[記入例] 受験番号 ０１ＡＢ９４１２３４ 生年月日 昭和５０年３月１日

５ 答案作成上の注意

(1) マークシート(解答用紙)は１枚で、２科目の解答ができます。

｢法規｣は赤色(左欄)、「伝送交換設備(又は線路設備)及び設備管理｣(｢設備及び設備管理｣と略記)は緑色(右欄)です。

(2) 解答は試験科目の解答欄の正解として選んだ番号マーク枠を、黒の鉛筆(ＨＢ又はＢ)で濃く塗りつぶしてください｡

① ボールペン、万年筆などでマークした場合は、採点されませんので、使用しないでください。

② 一つの問いに対する解答は一つだけです。二つ以上マークした場合、その問いについては採点されません。

③ マークを訂正する場合は、プラスチック消しゴムで完全に消してください。

(3) 免除の科目がある場合は、その科目欄は記入しないでください。

(4) 受験種別欄は、あなたが受験申請した試験種別を○で囲んでください。(試験種別は次のように略記されています。)

① 伝送交換主任技術者は､ 『伝 送 交 換』

② 線路主任技術者は、 『線 路』

(5) 試験問題についての特記事項は、裏表紙に表記してあります。

６ 合格点及び問題に対する配点

(1) 各科目の満点は１００点で、合格点は６０点以上です。

(2) 各問題の配点は、設問文の末尾に記載してあります。

マークシート(解答用紙)は、絶対に折り曲げたり、汚したりしないでください。

次ページ以降は試験問題です。試験開始の合図があるまで、開かないでください。

受 験 番 号

(控 え)

(今後の問い合わせなどに必要になります。)

受　　験　　番　　号

0000000

11111111

2222222

3333

44444

55555

6 666

77 777

8

9

888

999

8

9

6

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ｅ

Ｄ

Ｈ

Ｇ

4

5

6

7

4

5

6

7

8

9

Ｆ

00

333

生　年　月　日

000000

111111

22222

33333

4444

5555

66 66

777

9

8 8 8

99

年 号

年 月 日

大
正

昭
和

平
成 Ｈ

Ｔ



27

試 験 種 別 試 験 科 目

線 路主任技術者 線路設備及び設備管理

問１ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、ＰＯＮについて述べたものである。 内の(ア)～(エ)に最も適したもの

を、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただし、 内の同じ記号は、同じ解答を

示す。 (２点×４＝８点)

１心の光ファイバを光スプリッタなどの受動素子を用いて分岐し、複数のユーザを収容する

構成である光アクセスネットワークは、ＰＯＮといわれる。

ＰＯＮは、ユーザから設備センタへ送信する上り光信号の帯域を複数のユーザで共有するの

で、複数の光信号を同時に光スプリッタで合波すると、光信号の衝突が生じて設備センタで正

しく受信できなくなるため、設備センタに設置された (ア) では、あらかじめ設備センタ

と各ユーザのＯＮＵとの間における光信号の伝送時間を測定する (イ) といわれる機能に

より各ＯＮＵの信号送出タイミングを算出し、各ＯＮＵへ信号送出許可を通知することで衝突

を回避している。

また、ＰＯＮでは、伝送帯域を有効活用しており、一般に、上り光信号の帯域を動的に制御

するため各ＯＮＵが要求する帯域を (ア) へ通知し、 (ア) が各ＯＮＵに帯域を割り

当てる (ウ) といわれる機能が用いられている。

ＰＯＮでは、設備センタから各ユーザまでの下り光信号は、同一光ファイバを使用している

すべてのユーザで受信可能な (エ) を有するため、ＯＮＵでは、信号のヘッダに書き込ま

れた宛先を読み取り、他ユーザ宛の信号を廃棄している。

<(ア)～(エ)の解答群>

① １Ｒ ② ３Ｒ ③ レンジング ④ 可逆性

⑤ ＤＳＵ ⑥ ＯＬＴ ⑦ 速報性 ⑧ ＤＭＴ

⑨ ＤＢＡ ⑩ 守秘性 ⑪ 等化増幅 ⑫ ＳＴＢ

⑬ 振幅変調 ⑭ 同報性 ⑮ バースト ⑯ クロスコネクト
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(２) 次の文章は、光通信システムに用いられる変調方式、光ファイバ心線などについて述べたもの

である。 内の(オ)、(カ)に適したものを、下記のそれぞれの解答群から選び、その番

号を記せ。 (３点×２＝６点)

(ⅰ) 変調方式の種類、光デバイスの特性などについて述べた次の文章のうち、誤っているものは、

(オ) である。

<(オ)の解答群>

① ＬＤの出力光パワーの変化量が注入電流の変化量にほぼ比例する領域において、

ＬＤへの入力信号に比例して注入電流量を変化させることで、入力信号にほぼ比

例した光パワーを持つ変調光を得る方式は、直接変調方式といわれる。

② 光通信システムに用いられている変調／復調方式には、送信側で光信号の強度

を変化させ、受信側でＰＩＮ－ＰＤ、ＡＰＤなどの受光デバイスにて光信号を電

気信号に変換する強度変調－直接検波(ＩＭ－ＤＤ)方式がある。

③ ＬＤは誘導放出といわれる現象を利用しており、一般に、ＬＥＤと比較して、

出力光のスペクトル幅が狭く放射角も小さいため、群速度の波長特性の影響をほ

とんど受けないことから、変調周波数を上げることが可能である。

④ なだれ増倍作用を持つ受光デバイスは、なだれ増倍作用を持たない受光デバイ

スと比較して、高いバイアス電圧を必要とせず、応答速度が速く、受光感度が高

いという特徴を有している。

(ⅱ) 光ファイバ心線などの構造及び特性について述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (カ) 。

Ａ 光ファイバ心線は、一般に、１次被覆された光ファイバ素線をＵＶ硬化型樹脂、ポリアミ

ド樹脂などにより２次被覆した構造を有している。

Ｂ テープ形光ファイバ心線は、複数本の光ファイバ心線を整列し、ＵＶ硬化型樹脂でテープ

状に一括被覆したもので、２心、４心、８心テープなどがあるが、融着接続により一括接続

できる心線数は、最大４心である。

Ｃ 光ファイバ素線の１次被覆の主な役割は、光ファイバの表面の保護であるが、側圧が加わっ

た際に発生するひずみが光ファイバに及ぼす影響を軽減させる緩衝効果もある。

＜(カ)の解答群＞

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない



29

(３) 次の文章は、光中継伝送システムの構成、機能などについて述べたものである。 内

の(キ)、(ク)に適したものを、下記のそれぞれの解答群から選び、その番号を記せ。

(３点×２＝６点)

(ⅰ) 線形中継器を用いた光中継伝送システム(線形中継システム)の構成と機能について述べた次

の文章のうち、誤っているものは、 (キ) である。

<(キ)の解答群>

① 線形中継システムでは、一般に、線形中継器数の増加に伴って累積する光雑

音と光ファイバの分散による波形劣化が、ＳＮ比を低下させ、符号誤り率特性

に影響を及ぼす支配的要因となる。

② 線形中継システムに用いられる線形中継器は、一般に、再生中継器と異なり、

タイミング抽出機能はなく、等化増幅機能及び識別再生機能を有する。

③ 線形中継器に用いられる光ファイバ増幅器において反転分布が完全に実現さ

れた理想的な場合、入力のＳＮ比を出力のＳＮ比で除した雑音指数は３dＢで

ある。

④ 線形中継システムでは、一般に、線形中継器の入出力光を監視することによ

り、励起用ＬＤを制御している。さらに、各線形中継器の状態に関する情報を

主信号とは異なる波長を用いて転送することにより、線形中継システム全体の

状態を監視している場合がある。

(ⅱ) 光増幅器について述べた次の文章のうち、正しいものは、 (ク) である。

<(ク)の解答群>

① 光増幅器は、光ファイバ増幅器と半導体光増幅器に大別される。光ファイバ

増幅器は半導体光増幅器と比較して、利得の偏波依存性があるが、高利得及び

高出力で幅広い増幅波長域を持つ特徴を有している。

② 光ファイバ増幅器には、クラッド部分に希土類イオンを添加したシングルモード

光ファイバを用いた希土類添加光ファイバ増幅器と、光ファイバの非線形光学

効果の一つである誘導ラマン散乱を利用した光ファイバラマン増幅器がある。

③ エルビウム添加光ファイバ増幅器(ＥＤＦＡ)は、誘導放出を利用した光ファ

イバ増幅器で、励起波長として１.３１μｍ及び１.５５μｍが用いられる。

④ ＥＤＦＡは、一般に、エルビウム添加光ファイバ、励起光源、信号光と励起

光を合分波する光合分波器、反射光を抑制する光アイソレータなどから構成さ

れる。
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問２ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、通信土木設備の地中化方式の概要について述べたものである。 内の

(ア)～(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただし、

内の同じ記号は、同じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

通信土木設備の地中化方式の一つとして用いられる電線共同溝とは、道路の地下空間を活用

して、電力線、通信線などをまとめて収容する施設であり、その整備の目的は、電線共同溝の

整備等に関する特別措置法において、特定の道路について、電線共同溝の整備等を行うことに

より、当該道路の (ア) を図りつつ、安全かつ円滑な交通の確保と景観の整備を図ること

とされている。

電線共同溝以外の電線類地中化整備方式としては、自治体管路方式、単独地中化方式、要請

者負担方式がある。

自治体管路方式は、地方自治体が管路設備を敷設する方式であり、敷設された管路などの施

設は (イ) として地方自治体が管理する。

単独地中化方式は、電線管理者が自らの費用で、単独で地中化を行う方式であり、敷設され

た管路などの施設は (イ) として電線管理者が管理する。

要請者負担方式は、各地方での無電柱化協議会で優先度が低いとされた箇所において無電柱

化の要請に基づいて実施する場合に採用される方式であり、原則として費用は、 (ウ) が

要請者負担となる。この場合の敷設された管路などの施設の管理方法は多様である。

また、情報ＢＯＸは、国土交通省又は地方自治体の道路管理者が道路高度情報サービスの基

盤設備として道路管理用 (エ) を収容するもので、道路管理の高度化を図るとともに設備

の余裕空間を民間事業者に開放している。

<(ア)～(エ)の解答群>

① 全 額 ② 形態の標準化 ③ 漏洩同軸ケーブル
えい

④ 道路占用物件 ⑤ 道路付帯物 ⑥ 半 額

⑦ 機能の可視化 ⑧ 遠隔監視装置 ⑨ 構造の保全

⑩ 高規格化 ⑪ 区分所有物件 ⑫ 建設副産物

⑬ 契約の上限額を超えた分のみ ⑭ 光ファイバケーブル

⑮ 平衡対メタリックケーブル ⑯ 事前協議での取決め額
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(２) 次の文章は、通信土木設備の点検、補修などについて述べたものである。 内の(オ)、

(カ)に適したものを、下記のそれぞれの解答群から選び、その番号を記せ。 (３点×２＝６点)

(ⅰ) 管路の清掃、点検などについて述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (オ) 。

Ａ 管路内に土砂などによる詰まりがある場合、高水圧ホース先端にノズルを取り付け、高圧

のジェット水流で管路内の土砂などを除去し、管路内を洗浄する方法がある。

Ｂ 管路への通線が何らかの理由で困難な場合、パイプカメラを管路内に挿入してモニタする

ことにより、不良箇所を調査・点検する方法がある。

Ｃ 管路がケーブル布設に支障とならない曲率半径を維持しているか、また、所要の直径を有

しているかを確認する場合、通線ひもを管路内に通して点検する方法がある。

<(オ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない

(ⅱ) マンホール鉄蓋の劣化診断、管路の補修などについて述べた次の文章のうち、誤っているも

のは、 (カ) である。

<(カ)の解答群>

① マンホール鉄蓋の劣化診断には、マンホール鉄蓋劣化診断器を用いて鉄蓋をハン

マーで打撃したときの振動特性から鉄蓋の亀裂状況を検知し、鉄蓋の残存寿命を推

定する方法がある。

② マンホールの蓋鳴り防止には、マンホールの鉄蓋と受枠の隙間部に発泡した軟質

ウレタンを充塡し、鉄蓋の移動や回転を抑制して蓋鳴りを防止する方法がある。

③ 硬質ビニル管の扁平を矯正する技術として、硬質ビニル管の扁平部を管路内から
へん

加熱軟化させた後、マンドレルを管路内にけん引して通過させることにより機械的

に矯正する方法がある。

④ 負圧回転式ライニングは、管路内の空気を吸引・減圧することで空気の流れをつ

くり、これを利用して管路の内面に、樹脂を薄膜でライニングする技術である。
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(３) 次の文章は、光海底ケーブルシステムの陸揚局で用いられる給電装置などについて述べたもの

である。 内の(キ)、(ク)に適したものを、下記のそれぞれの解答群から選び、その番

号を記せ。 (３点×２＝６点)

(ⅰ) 給電装置の機能と特徴について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (キ) であ

る。

＜(キ)の解答群＞

① 光海底ケーブルシステムでは、光海底中継器に必要な電力は、陸揚局に設置され

た給電装置から交流電流により供給される。

② 給電装置に用いられるコンバータの出力制御は、一般に、スイッチング周波数を

変化させることにより行われるが、海中分岐装置の給電切替回路の駆動時など、

給電電流値が低い場合は、周波数制御とパルス幅制御を併用して行われる。

③ 給電装置は、給電前に光海底ケーブルが正常か否かを調べるため、一般に、微小

電流を光海底ケーブルに供給する微小電流供給機能を有している。

④ 給電装置は、光海底中継器を保護するため、過電流又は過電圧を検出する機能を

有しており、検出器の誤動作による給電停止を避けるため、一般に、検出は複数系

統の回路で行われている。

(ⅱ) 光海底中継器への給電方法などについて述べた次の文章のうち、正しいものは、 (ク)

である。

＜(ク)の解答群＞

① 線形中継方式の光海底ケーブルシステムに用いられる光海底中継器は、光信号を

電気信号に変換することなく直接増幅するため高圧給電の必要はなく、中継間隔が

同じ場合、再生中継方式の光海底ケーブルシステムに用いられる光海底中継器の給

電電圧の約１０分の１の給電電圧で動作する。

② 線形中継方式の光海底ケーブルシステムに用いられる光海底中継器は、再生中継

方式の光海底ケーブルシステムに用いられる光海底中継器と同様に、過電流に対す

る保護回路を有している。

③ 光海底ケーブルシステムの給電線は、フィードスルーを介して光海底中継器の耐

圧筐体に接続されるが、一般に、すべての光海底中継器が同じ電圧で動作するよう
きょう

にフィードスルー内にはコンデンサが内蔵されている。

④ 給電装置からの給電を開始する際、光海底中継器を安定動作させるため、瞬時に、

給電電流が規定値に達するように設計されている。
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問３ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、光ファイバ通信システムにおける伝送品質の低下要因について述べたものである。

内の(ア)～(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただ

し、 内の同じ記号は、同じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

光ファイバ通信システムにおける伝送品質の低下要因の一つである雑音には、光源で生ずる

雑音と受光デバイスで生ずる雑音がある。

受光デバイスで生ずる本質的な雑音である (ア) は、光を一定のパワーで受光していて

も、光子としてとらえた場合にはその到着時間間隔が一定ではないために生ずる雑音である。

(ア) の影響を少なくするため、光増幅器をプリアンプとして使用した場合は、自然放出

光と信号光とによって生ずる (イ) が支配的な要因となる。

また、信号波形の劣化要因としては、シングルモード光ファイバ内を伝搬する光信号の波長

によって光ファイバの (ウ) が異なることに起因する分散と光ファイバの構造に起因する

分散を合わせた波長分散による波形ひずみがある。

さらに、四光波混合や相互位相変調などの非線形現象は、信号光パワーが大きくなると現れ

る (エ) といわれる光ファイバの (ウ) の光強度依存性による現象に起因し、高密度

波長分割多重(ＤＷＤＭ)信号の波形劣化の支配的な要因となる。

<(ア)～(エ)の解答群>

① 熱雑音 ② 暗電流 ③ 屈折率 ④ ショット雑音

⑤ 増幅率 ⑥ ＡＳＥ雑音 ⑦ ヤング率 ⑧ モード結合

⑨ ビート雑音 ⑩ 光カー効果 ⑪ 量子効率 ⑫ ファラデー効果

⑬ 減衰ひずみ ⑭ 温度特性 ⑮ 複屈折 ⑯ 発光源雑音

(２) 次の文章は、通信線(メタリックケーブル)における誘導について述べたものである。

内の(オ)、(カ)に適したものを、下記のそれぞれの解答群から選び、その番号を記せ。

(３点×２＝６点)

(ⅰ) 通信線が受ける誘導について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (オ) である。

<(オ)の解答群>

① 高圧送電線などから通信線が受ける誘導には、静電誘導と電磁誘導の２種類があ

る。静電誘導は、電圧成分を誘導源とする現象であり、電磁誘導は、電流成分を誘

導源とする現象である。

② 電磁誘導を軽減するための対策の一つとして、誘導源となる高圧送電線などと通

信線との離隔距離を十分にとる方法がある。また、やむを得ずお互いに交差する場

合は、交差部をできる限り直角にすることが有効である。

③ 電磁誘導を軽減するための対策の一つとして、架空線路区間を地下化し、ケーブ

ルを金属管路に収容することにより、遮蔽係数を大きくする方法がある。

④ 電磁誘導を軽減するための対策の一つとして、通信線にアルミ被誘導遮蔽ケーブ

ルを用いる方法があり、アルミ被に巻かれる磁性体テープには、遮蔽効果を上げる

ために透磁率の高い磁性材料を用いることが有効である。
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(ⅱ) 図に示すように、大地に対する電圧ＶＥの送電線の近くに通信線がある場合、送電線と大地

間の静電容量をＣ１、通信線と大地間の静電容量をＣ２、送電線と通信線間の静電容量をＣ３と

すると、送電線からの静電誘導により通信線に発生する電圧ＶＣの算出式について記した次の

式のうち、正しいものは、 (カ) である。

＜(カ)の解答群＞

(Ｃ２＋Ｃ３)ＶＥ Ｃ３ＶＥ
① ＶＣ ＝ ② ＶＣ ＝

Ｃ１＋Ｃ２＋Ｃ３ Ｃ２＋Ｃ３

Ｃ１ＶＥ Ｃ２ＶＥ
③ ＶＣ ＝ ④ ＶＣ ＝

Ｃ１＋Ｃ２ Ｃ２＋Ｃ３

(３) 次の文章は、線路設備の損傷などとその対策について述べたものである。 内の(キ)、

(ク)に適したものを、下記のそれぞれの解答群から選び、その番号を記せ。 (３点×２＝６点)

(ⅰ) 架空ケーブルの外被の損傷とその対策について述べた次の文章のうち、正しいものは、

(キ) である。

<(キ)の解答群>

① ＳＳケーブルのリングカットとは、クリーピングの発生によりひずみがケーブル

支持線の切り裂き際に集中し、ケーブル長手方向への亀裂が成長する現象である。

対策としては、リング掛けによるケーブル架渉などが有効である。

② ＬＡＰシースのケーブルにおいて、ケーブル内部へ侵入した水の酸化反応により

発生するケーブル長手方向への応力がアルミシースの合わせ目部分に集中し、ケー

ブル長手方向への亀裂が生ずる場合がある。

③ ＳＳケーブルの張線作業時において、一般に、外被温度が低温になるほど、かく

線器の把持箇所においてケーブル外被部分にケーブル長手方向の力が働き、外被が

損傷しやすい。対策としては、作業時に、ケーブルに捻回を挿入する方法などが有

効である。

④ ＳＳケーブルのちょう架時において、支持線部とケーブル部の分離作業にナイフ

を用いると刃先がケーブル部に達して外被に損傷を与える場合がある。対策として

は、作業時に、ＳＳケーブル切裂工具を用いることが有効である。

通信線(電圧Ｖ )Ｃ

送電線(電圧Ｖ )Ｅ

Ｃ３

Ｃ２Ｃ１
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(ⅱ) 線路設備の腐食及び生物被害とその対策について述べた次の文章のうち、正しいものは、

(ク) である。

<(ク)の解答群>

① 亜鉛－アルミニウム合金をめっきした鋼線を撚りあわせた高耐食鋼より線は、塩
よ

害環境の厳しい場所では赤錆などが発生して腐食するおそれがあるため、劣化限度
さび

見本などによる不良判定指標を用いた管理が有効である。

② マンホール内の金物腐食には、イオン化傾向が同じ金属材料の金物の接触による

腐食、硫酸イオンを多く含む貯留水中でのバクテリアの作用による腐食などがあり、

選択配流器を用いた防食、有機被覆による絶縁防食などの対策が有効である。

③ 昆虫類によるドロップ光ファイバケーブルの外被損傷としては、セミの幼虫によ

るかじり、ガの成虫の産卵管による損傷などがあり、ドロップ光ファイバケーブル

と平行にピアノ線を張る対策が有効である。

④ キツツキ、リスなどの鳥虫獣類による外被損傷の防止対策に用いられる架空ケー

ブルとしては、アルミラミネートテープで外被を補強・保護したＨＳケーブルがあ

る。ＨＳケーブルは、強風地域での外被亀裂に対する対策としても有効である。
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問４ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、電気通信設備工事における建設業法に定める内容に基づく施工管理などについて

述べたものである。 内の(ア)～(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、そ

の番号を記せ。ただし、 内の同じ記号は、同じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

電気通信を含めた建設工事は、一般に、各種専門工事の総合的組合せにより多様化し、かつ、

重層下請構造で施工されている。このため、建設工事を適正に施工するためには、建設業法を

はじめ関係法令を遵守して適正な施工体制を確保することが必要である。

建設業法は、建設業を営む者の資質の向上、建設工事の請負契約の適正化等を図ることに

よって、建設工事の適正な施工を確保し、 (ア) を保護するとともに、建設業の健全な発

達を促進し、もって公共の福祉の増進に寄与することを目的としており、電気通信を含む２８

業種において建設業を営もうとする者は、政令で定める軽微な建設工事のみを請け負うことを

営業とする者を除いて建設業の許可を受けなければならないとされている。

(イ) の許可を受けた者は、建築一式工事を除いて、発注者から直接請け負った１件の

建設工事につき３,０００万円以上の下請契約を締結して、下請け建設業者に工事を施工させる

ことができる。この場合、 (イ) の許可を受けた者は、当該工事現場における建設工事の

施工の技術上の管理を行うため、 (ウ) を配置しなければならない。

また、請負契約の適正化のため、 (ア) の承諾を得た場合を除き、建設業者が請け負った

建設工事の全部又はその主たる部分を一括して他の業者に請け負わせるなどの一括下請負は、

(エ) 。

<(ア)～(エ)の解答群>

① 元請負 ② 一般建設業 ③ 共同企業体 ④ システム監査技術者

⑤ 特定建設業 ⑥ 受注者 ⑦ 監理技術者 ⑧ 主任技術者

⑨ 技術士 ⑩ 下請負 ⑪ 禁止されている

⑫ 総合建設業 ⑬ 発注者 ⑭ 工事完了後の施工監査の適用を受ける

⑮ 請負契約額で制限されている ⑯ 施工技術内容に応じて許可される
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(２) 次の文章は、信頼性などについて述べたものである。 内の(オ)、(カ)に適したもの

を、下記のそれぞれの解答群から選び、その番号を記せ。 (３点×２＝６点)

(ⅰ) バスタブ曲線などについて述べた次の文章のうち、正しいものは、 (オ) である。

<(オ)の解答群>

① アイテムの使用期間中における故障率の時間的変化を示したものは、一般に、

故障曲線又は障害曲線といわれ、アイテムの拡張性を評価するために有効である。

② 故障曲線の代表的なものにバスタブ曲線がある。バスタブ曲線は、一般に、修

理系アイテムの故障曲線として用いられる。

③ バスタブ曲線の初期故障期間における故障率低減のための方策の一つにエージン

グがある。これは、アイテムを使用開始前、又は使用開始後の初期に動作させて、

欠点を検出・除去し、是正することである。

④ バスタブ曲線の偶発故障期間は、故障率がほぼ一定とみなせる期間であり、ア

イテムの通常の使用期間に相当する。この期間の長さは、一般に、故障寿命とい

われる。

⑤ バスタブ曲線の摩耗故障期間は、アイテムの老朽化による故障が多く発生する

期間である。そのため、この期間においては予防保全によるアイテムの取替えが

効果的である。

(ⅱ) 信頼性指標などについて述べた次の文章のうち、正しいものは、 (カ) である。

<(カ)の解答群>

① アイテムの信頼度Ｒ(ｔ)は時間ｔの関数であり、Ｒ(０)＝０、Ｒ(∞)＝１とな

る性質を持っている。

② 修理系のアイテムにおいて、最初の故障が発生するまでの動作時間の平均値は、

ＭＴＴＦ(故障までの平均時間)といわれる。

③ 修理系のアイテムにおいて、修復時間の平均値は、ＭＴＢＦ(平均故障間動作

時間)といわれる。

④ アイテムがダウン状態にある期間の期待値は、ＭＤＴ(平均ダウン時間)といわ

れる。
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(３) 次の文章は、あるシステムの信頼性について述べたものである。 内の(キ)、(ク)に

最も適したものを、下記のそれぞれの解答群から選び、その番号を記せ。ただし、それぞれの装

置は、偶発故障期間にあるものとする。 (３点×２＝６点)

(ⅰ) 装置Ａの故障率が０.４％／時間であるとき、固有アベイラビリティが９８.０％である

ためにはＭＴＴＲは、 (キ) 時間でなければならない。ただし、答えは、四捨五入によ

り小数第２位までとする。

<(キ)の解答群>

① ０.５０ ② ３.９２ ③ ５.００ ④ ５.１０ ⑤ １０.２０

(ⅱ) 信頼度７０ ％ である装置Ｂを複数台並列に接続し、信頼度を９９.９ ％ 以上とする

ためには、装置Ｂを少なくとも (ク) 台構成とする必要がある。ただし、必要に応じ

log ０.３＝－０.５２３、 log ０.７＝－０.１５５の値を用いること。10 10

<(ク)の解答群>

① ４ ② ５ ③ ６ ④ ７ ⑤ ８
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問５ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、ＩＳＭＳ適合性評価制度について述べたものである。 内の(ア)～(エ)

に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただし、 内の同じ記

号は、同じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

ＩＳＭＳ適合性評価制度は、ＩＳＭＳが基準に則り、適切に組織内に構築運用されているこ

とを、正式に認定された審査登録機関と審査員が所定の判断基準により評価し、要求される規

格、基準に適合していると認めた場合、認証を付与するとともに登録する制度である。適合性

を評価するための基準は、国際標準ＩＳＯ／ＩＥＣ (ア) が国内標準として規格化された

ＪＩＳ Ｑ (ア) である。

この制度は、国際的にも整合性のとれた情報セキュリティマネジメントシステムに対する適

合性評価制度であり、国の情報セキュリティレベル全体の向上に貢献するとともに、諸外国か

らも信頼が得られる情報セキュリティレベルを達成することを目的としている。国内では、こ

の制度は、現在、 (イ) を中心に運用されている。認証の有効期間は、 (ウ) 年間で

あり、認証登録後は通常１年ごとに維持審査が行われ、有効期限が切れる年には更新審査を受

ける必要がある。

ＩＳＭＳの一般要求事項は、ＩＳＭＳの確立、ＩＳＭＳの導入及び運用、ＩＳＭＳの監視及

びレビュー、ＩＳＭＳの維持及び改善という (エ) サイクルに従いまとめられており、組

織は、ＩＳＭＳにかかわる方針や記録を文書として作成、保管することが求められる。

<(ア)～(エ)の解答群>

① ３ ② ５ ③ ７ ④ １０

⑤ ９００１ ⑥ １４００１ ⑦ １８００１ ⑧ ２７００１

⑨ ＴＣＡ ⑩ リスク ⑪ 監 査 ⑫ ＪＩＰＤＥＣ

⑬ ＰＤＣＡ ⑭ ＴＴＣ ⑮ ＡＲＩＢ ⑯ 計 画
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(２) 次の問いの 内の(オ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

コンピュータウイルス検出手法及びコンピュータウイルスに感染した場合の対処方法につい

て述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (オ) 。

Ａ パターンマッチング方式では、既知のウイルスのパターンが登録されているウイルス定義

ファイルと、検査の対象となるメモリやファイルなどを比較してウイルスを検出している。

Ｂ チェックサム方式は、ハードディスク内にある実行可能ファイルが改変されていないかを

検出し、ウイルス名を特定することが可能である。

Ｃ コンピュータウイルスに感染したと思われる兆候がみられたら、コンピュータの異常な動

作を止めるために再起動を行い、その後、コンピュータウイルスを駆除する。

<(オ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない

(３) 次の問いの 内の(カ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

パスワード解析手法などについて述べた次の文章のうち、正しいものは、 (カ) である。

<(カ)の解答群>

① サーバにユーザＩＤとパスワードを送信し、認証されるかどうかを確認するこ

とによりパスワードを解析する手法は、一般に、オフライン攻撃といわれる。ま

た、パスワードファイルなどを入手してサーバとは別のコンピュータでパスワー

ドを解析する手法は、一般に、オンライン攻撃といわれる。

② あらゆる文字列の組合せを総当たりで試すことによりパスワードを解析する手

法は、一般に、辞書攻撃といわれ、文字列が長い場合や文字の種類が多い場合に

は長時間を要するか又は高速処理が可能なコンピュータが必要となる。

③ パスワードによる認証には、固定パスワードやワンタイムパスワードなどを用

いる方式がある。ワンタイムパスワードは、固定パスワードと比較して盗聴に対

する耐性が低い。

④ ハッシュ化されたパスワード(ハッシュ値)からパスワードを求めることは、

ハッシュ関数の一方向性から原理的に不可能であるため、適当なパスワード候補

からハッシュ値を生成し、ハッシュ化されたパスワードと同一となるものを捜索

することによりパスワードを解析する手法がある。
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(４) 次の文章は、線路設備工事などにおける労働安全衛生に関する法令に基づく安全作業、有資格

者配置などについて述べたものである。 内の(キ)、(ク)に適したものを、下記のそれ

ぞれの解答群から選び、その番号を記せ。ただし、つり上げ荷重が０.５トン未満の移動式クレー

ンは除く。 (３点×２＝６点)

(ⅰ) 移動式クレーン作業において事業者に求められる事項について述べた次の文章のうち、正し

いものは、 (キ) である。

<(キ)の解答群>

① つり上げ荷重が５トン以上の移動式クレーンの運転の業務に労働者を就かせる

ときは、当該労働者に対し、当該業務に関する安全のための移動式クレーンに関

する知識、原動機及び電気に関する知識などの特別の教育を行わなければならな

い。

② 移動式クレーンを用いて作業を行うときは、その作業を行う月の初めに、巻過

防止装置、ブレーキ、クラッチ、コントローラの機能などについて点検を行わな

ければならない。

③ 移動式クレーンにより労働者を運搬し、又は労働者をつり上げて作業させては

ならないが、作業の性質上やむを得ない場合又は安全な作業の遂行上必要な場合

は、移動式クレーンのつり具に専用のとう乗設備を設けて、当該とう乗設備に労

働者を乗せることができる。

④ 移動式クレーンの運転者を、荷をつり上げたままの状態で運転位置から離れさ

せてはならないが、つり上げ荷重が１トン未満の場合には、荷をつり上げたまま

の状態で運転位置から離れさせてもよい。

(ⅱ) 玉掛け作業において事業者に求められる事項について述べた次の文章のうち、正しいものは、

(ク) である。

<(ク)の解答群>

① 移動式クレーンの玉掛用具であるワイヤロープなどを用いて玉掛けの作業を行

うときは、毎月１回、当該ワイヤロープなどの異常の有無について点検を行わな

ければならない。

② つり上げ荷重が１トン未満の移動式クレーンの玉掛けの業務に労働者を就かせ

るときは、当該労働者に対し、当該業務に関する安全のための特別の教育を行わ

なければならない。

③ 移動式クレーンの玉掛用具であるワイヤロープは、安全係数が３以上のものを

使用しなければならない。

④ 移動式クレーンの玉掛用具であるワイヤロープは、１よりの間において素線

(フィラ線を除く。)の数の６％以上の素線が切断しているものを使用してはな

らない。



 

試験問題についての特記事項 

 

(1) 試験問題に記載されている製品名は、それぞれ各社の商標又は登録商標です。 

なお、試験問題では、R 及び TM を明記していません。 

 
(2) 問題文及び図中などで使用しているデータは、すべて架空のものです。 

 
(3) 試験問題、図中の抵抗器及びトランジスタの表記は、旧図記号を用いています。 

 

 

 

 
(4) 論理回路の記号は、ＭＩＬ記号を用いています。 

 
(5) 試験問題では、常用漢字を使用することを基本としていますが、次の例に示す専門的用語などについては、 

常用漢字以外も用いています。 

［例］ ・迂回(うかい) ・筐体(きょうたい)  ・輻輳(ふくそう) ・撚り(より) ・漏洩(ろうえい)  など 

 
(6) バイト〔Byte〕は、デジタル通信において情報の大きさを表すために使われる単位であり、一般に、２進数の 

８桁、８ビット〔bit〕です。 

 
(７) 情報通信の分野では、８ビットを表すためにバイトではなくオクテットが使われますが、試験問題では、一般 

に、使われる頻度が高いバイトも用いています。 

 
(８) 試験問題のうち、正誤を問う設問において、句読点の有無など日本語表記上若しくは日本語文法上の誤り 

だけで誤り文とするような出題はしておりません。 

 
(９) 法令に表記されている「メグオーム」は、「メガオーム」と同じ単位です。 

 
(１０) 法規科目の試験問題において、個別の設問文中の「 」表記は、出題対象条文の条文見出しを表しています。 

また、出題文の構成上、必ずしも該当条文どおりには表記しないで該当条文中の(   )表記箇所の省略や部分 

省略などをしている部分がありますが、(   )表記の省略の有無などで正誤を問うような出題はしておりません。 

 

新 図 記 号 旧 図 記 号 新 図 記 号 旧 図 記 号


